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要約 :本稿の目的は､クライエントが落合 (1983)の提唱した孤独感類型C型からD型へと変化する過程を､カウンセ
ラーとクライエントの関係性という視点から検討することである｡
筆者は､C型でありD型への準備性を有する大学生2事例を提示した｡それらのカウンセリング過程で､カウンセラー
はクライエント同様､C型に陥ることとなった｡カウンセラーは､自分自身の感情を逆転移と捉え､クライエントがど
のような感情を持っているかを理解しようと努めた｡カウンセラー自身のC型がD型に変化した後に､カウンセラーは
クライエントに､自分の理解したことを自己開示した｡クライエントは'理解 ･共感する他者-'を比較的速やかに内在化
したため､C型からD型へと変化した｡
カウンセラーの孤独感の変化は､クライエントの孤独感の変化のきっかけの一つになったと考える｡
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